
9

㈳
全
国
信
用
金
庫
協
会
様　
機
関
誌
「
信
用
金
庫
」
２
月
号　
　
　
　
Ｐ
9　
サ
ン
ケ
イ
四
校

信用金庫におけるＤⅩの取り組み特集特集

信用金庫 2023・2

中
小
サ
ー
ビ
ス
業
の
Ｉ
Ｔ
導
入
と
Ｄ
Ｘ

―
自
社
デ
ー
タ
の
活
用
―

一
般
財
団
法
人
商
工
総
合
研
究
所 

調
査
研
究
室 

主
任
研
究
員
　
中
谷 

京
子

２
．�サ
ー
ビ
ス
産
業
の
現
状
と
中
小

企
業

わ
が
国
の
労
働
力
人
口
は
、
１
９

９
０
年
代
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
る
。
１
９
６
０
年
以
降
の
労
働
力

人
口
（
図
表
１
）
を
産
業
部
門
別
に

み
る
と
、
第
１
次
産
業
の
労
働
力
人

口
は
長
ら
く
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
次
産
業
の
労
働
力
人
口
は

１
９
７
０
年
代
ま
で
増
加
し
そ
の
後

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
た
が
１
９
９

０
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い

る
。
第
３
次
産
業
の
労
働
力
人
口
は

１
９
９
０
年
代
ま
で
増
加
し
た
後
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

構
成
比
で
は
、
第
３
次
産
業
は
１

９
６
０
年
代
の
３０
％
台
後
半
か
ら
継

続
し
て
増
加
、
２
０
１
０
年
代
以
降

は
７０
％
を
超
え
て
推
移
し
て
い
る
。

次
に
、
中
小
企
業
が
第
３
次
産
業

に
占
め
る
割
合
を
見
よ
う
（
図
表
２
）。

企
業
数
で
は
中
小
企
業
の
割
合
は

９９
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。
う
ち
第

３
次
産
業
に
お
い
て
中
小
企
業
が
占

め
る
比
率
は
、
企
業
数
全
体
の
７７
・

１
％
で
あ
る
。
従
業
員
数
で
み
る

と
、
中
小
企
業
は
全
体
の
６８
・
８
％

で
、
う
ち
第
３
次
産
業
の
従
業
員
数

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
定
義
は
「
企
業

が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に

対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
基
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も

に
、
業
務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ

ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を
変
革

し
、
競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る

こ
と
」（
注
１
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ー
タ
と

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
自
社
を
さ
ら
に

良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
て
い
く
（
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
す
る
）

こ
と
で
あ
る
。

（
注
１
）
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ　

https://
w

w
w

.m
eti.go

.jp
/p

re
ss/2019/07/201907310 
03/20190731003-2.pdf

こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

デ
ー
タ
は
「
価
値
の
あ
る
も
の
」

で
あ
り
、「
外
部
か
ら
入
手
す
る

（
購
入
す
る
）」
場
合
は
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
自

社
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
事
例
企
業
で
は
、

自
社
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ
を

分
析
・
活
用
す
る
こ
と
で
業
務
の
幅

を
広
げ
、
さ
ら
な
る
顧
客
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
活
か
し
て
い
る
。

単
な
る
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
負
担
軽
減
で

は
な
く
、
自
社
に
何
が
必
要
な
の
か

を
「
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
づ
く
り

と
そ
の
継
続
的
な
活
用
」
が
Ｄ
Ｘ
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

１
．Ｄ
Ｘ
と
は
何
か

経
済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、

は
じ
め
に

は
じ
め
に

企
業
に
は
、
Ｄ
Ｘ
と
い
う
、
デ
ー

タ
と
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
自
社
を
さ
ら

に
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
て
い
く

（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
す

る
）
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
も
と
も
と
生
産
性

が
低
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

中
小
企
業
は
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
が
無

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
重
の
意
味

で
効
率
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
人
手
不
足
に

悩
ん
で
お
り
、
Ｉ
Ｔ
を
単
な
る
従
業

員
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
導
入
し
て

い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

だ
が
、
本
質
的
に
自
社
の
効
率
化

を
進
め
て
い
く
に
は
、「
変
え
る
必
要

が
あ
る
の
は
何
な
の
か
」
を
考
え
る
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効
率
化
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
は

一
定
以
上
の
規
模
が
必
要
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
中
小
企
業
の
生
産
性
が

低
い
理
由
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る

考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
乾
、
金
（
２
０
１
８
）
は

日
本
と
米
国
の
Ｉ
Ｔ
導
入
と
そ
の
効

果
に
つ
い
て
比
較
し
、
Ｉ
Ｔ
導
入
は

企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
か
つ
若

い
事
業
所
ほ
ど
導
入
の
割
合
が
高
い

が
、
日
本
の
企
業
規
模
の
分
布
は
米

国
に
比
べ
て
中
小
企
業
が
多
く
か
つ

企
業
年
齢
が
高
い
と
し
て
い
る
。

そ
も
少
な
い
人
員
で
業
務
を
回
し
て

い
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
導
入
に
よ
っ
て
業

務
を
機
械
化
し
て
も
、
そ
れ
が
直
接

人
員
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。

レ
ビ
ッ
ト
（
Ｌ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
ｔ
〈
１

９
７
６
〉）
は
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
を

分
解
し
て
部
分
毎
に
担
当
す
る
と
、

３
．�先
行
研
究

・
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
特
性
と
し
て
、

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
労
働
投

入
量
（
特
に
労
働
者
数
の
増
減
）
で

調
整
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
。

特
に
、
中
小
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
雇

用
も
解
雇
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
も

は
全
体
の
お
よ
そ
４８
・
６
％
で
あ

る
。
第
３
次
産
業
に
お
け
る
中
小
企

業
の
平
均
従
業
員
数
は
８
名
で
、
全

体
の
１２
名
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
規

模
は
平
均
で
３
分
の
２
程
度
で
あ

る
。
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
元
々
少

な
い
人
員
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
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第１次産業 第２次産業 第３次産業

(%)

（企業数）

企業数 ％ うち第３次産業 ％
全体 3,589,333 100.0 2,774,542 77.3
中小企業 3,578,176 99.7 2,765,622 77.1

（従業員数）

従業員数（人） ％ うち第３次産業 ％
全体 46,789,995 100.0 33,609,430 71.8
中小企業 32,201,032 68.8 22,737,392 48.6

（平均従業員数）

従業員数（人） うち第３次産業
全体 13 - 12 -
中小企業 9 - 8 -

（資料）中小企業庁ＨＰ「中小企業のデータ」https://www.chusho.
　　　　meti.go.jp/koukai/chousa/basic_data/index.html
総務省「平成21年、26年経済センサス－基礎調査」、総務省・
経済産業省「平成24年、28年経済センサス-活動調査」再編加工
（筆者作成）

2016年度

2016年度

2016年度

図表１　産業別労働力人口推移

図表２ 第３次産業における中小企業の割合
（企業数・従業員数）

「実数」「実数」

「構成比」「構成比」

（資料）平成27年国勢調査 最終報告書「日本の人口・世帯」統計表
注） 1990年以前は2005年調査の産業分類、1995年以降は2015年調査の産業分類（筆者作成）
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は
四
条
河
原
町
か
ら
す
ぐ
で
、
京
都

で
ロ
シ
ア
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
は
多
く
な
い
た
め
、
安
定
し
た

経
営
を
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り

上
げ
は
大
幅
減
少
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
、
宅
配
な
ど
も
実
施
し
た
が
、
店

舗
で
の
売
り
上
げ
を
埋
め
る
に
は
至

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
「
店
の
看
板
料
理
で

あ
る
『
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
』
を

『
レ
ト
ル
ト
食
品
』
に
し
て
販
売
す

る
」
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
に
利
用

し
た
の
が
、
顧
客
リ
ス
ト
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成

功
さ
せ
る
秘
訣
は
、
自
分
の
友
人
・

知
人
、
つ
ま
り
顧
客
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
内
容
を
知
ら
せ
、
友
人
・
知
人
が

さ
ら
に
そ
の
友
人
・
知
人
に
紹
介
す

る
こ
と
で
、
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
で
あ
る
。
支
援
の
輪
が
広
が
る
時

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
頻
繁
に
登
場
す
る

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
「
伸
び

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
が
関
心

を
持
つ
と
い
う
仕
組
み
だ
。

当
社
は
、
最
終
的
に
３
０
０
万
円

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
経
営
方
針
の

決
定
に
活
か
す
と
い
う
循
環
を
継�

続
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｔ
を

導
入
し
た
ら
、
そ
れ
で
結
果
が
得
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｔ

を
導
入
す
る
目
的
は
、
デ
ー
タ
を
蓄

積
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
経
営
判
断
に
活
か
す
こ
と
で

あ
る
。

４
．�事
例
紹
介

以
下
に
、
Ｉ
Ｔ
導
入
に
よ
り
、
自

社
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
る
企
業
を

紹
介
す
る
。

（
事
例
１
）
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ

社　
名　
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ

設　
立　
１
９
７
２
年

代
表
者　

 

代
表
取
締
役
社
長　

  

加
藤
美
知
世

事
業
内
容　

 

ロ
シ
ア
料
理
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
料
理
レ
ス

ト
ラ
ン

所
在
地　

 

京
都
市
東
山
区
繩
手

通
四
条
上
ル
鴨
東
ビ

ル
６
階

（出所）レストランキエフＨＰ（https://
www.restaurant-kiev.com/）2022年11月
25日閲覧

レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ
は
１
９
７
２

年
創
業
の
ロ
シ
ア
料
理
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
場
所

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」「
顧
客
の
期

待
や
使
用
能
力
を
上
回
る
ほ
ど
の
品

質
の
高
さ
は
、
か
え
っ
て
満
足
度
を

下
げ
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

顧
客
が
望
ん
で
い
る
レ
ベ
ル
を
見

極
め
て
、
期
待
水
準
に
合
致
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
い
う
こ

と
だ
。

・
自
社
デ
ー
タ
の
継
続
的
な
活
用

つ
ま
り
、
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
に
お

い
て
は
、
①
自
社
に
合
致
し
た
規
模

を
維
持
し
つ
つ
、
②
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
顧
客
の
期
待
水
準
に
合
致
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
対
応
が

可
能
で
あ
る
。
自
社
デ
ー
タ
か
ら
、

顧
客
の
行
動
履
歴
や
顧
客
の
範
囲
、

従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ら
を
収
集
す
る
た
め

に
、
Ｉ
Ｔ
導
入
を
行
う
こ
と
は
、
そ

の
デ
ー
タ
を
活
か
し
て
自
社
の
行
動

を
変
革
す
る
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
な
が
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
は
、

Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
利
用
し
て
常
に
現
状
分
析

従
っ
て
、
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
に
お

い
て
は
、
ま
ず
、
自
社
の
提
供
で
き

る
供
給
量
の
水
準
を
見
極
め
、
需
要

と
ど
う
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
品
質
の
程
度

一
方
で
、
企
業
の
提
供
す
る
品
質

と
顧
客
ニ
ー
ズ
の
バ
ラ
ン
ス
も
必
要

で
あ
る
。

狩
野
他
（
１
９
８
４
）
は
、「
品

質
を
魅
力
的
品
質
要
素
（
充
足
さ
れ

れ
ば
満
足
、
不
充
足
で
も
仕
方
が
な

い
）、
一
元
的
品
質
要
素
（
充
足
さ

れ
れ
ば
満
足
、
不
充
足
で
不
満
）
お

よ
び
当
た
り
前
品
質
要
素
（
充
足
さ

れ
れ
ば
当
た
り
前
、
不
充
足
で
不

満
）」
と
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
ど
の

部
分
に
注
力
す
べ
き
か
判
断
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

小
野
（
２
０
１
０
）
も
同
様
に

「
満
足
・
不
満
足
は
、
消
費
者
が
購

買
前
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

持
つ
期
待
水
準
が
、
実
際
に
知
覚
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
水
準
と
比
べ

て
、
一
致
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
か
、
下
回
っ

て
い
る
か
と
い
う
不
一
致
の
程
度
に
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た
め
の
行
動
を
自
発
的
に
と
れ
る
現

場
の
責
任
者
を
育
成
し
、
店
長
の
育

成
と
平
行
し
て
年
２
〜
３
店
舗
を
出

店
す
る
こ
と
で
、
需
要
と
供
給
を
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
る
。

（
事
例
３
）�

株
式
会
社
新
生
メ
デ
ィ

カ
ル

社　
名　

 

株
式
会
社
新
生
メ
デ
ィ

カ
ル

設　
立　

 

１
９
９
０
年
10
月（
創
業

１
９
７
７
年
８
月
）

代
表
者　

 

代
表
取
締
役　

 
 

今
村
あ
お
い

資
本
金　
３
千
５
百
万
円

事
業
内
容　

 

訪
問
介
護
、
通
所
介

護
、
福
祉
用
具
貸
与
・

販
売
、
居
宅
介
護
支

援
、
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看

護
、
保
育
事
業　
等

所
在
地　

 

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町

２
丁
目
５2
番
地 

 

岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
ー

４3 

２
Ｆ

（出所）株式会社新生メディカルＨＰ（https://shinsei-md.jp/
company01/）2022年11月25日閲覧

１
９
９
０
年
に
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
。
訪
問
介
護
を
中
心
に
岐

阜
県
内
に
６
営
業
所
を
設
け
て
居
宅

介
護
支
援
、
通
所
介
護
、
福
祉
用
具

の
販
売
・
レ
ン
タ
ル
、
保
育
事
業
を

（
顧
客
の
性
別
、
年
齢
、
カ
ッ
ト
パ

タ
ー
ン
、
担
当
ス
タ
ッ
フ
等
）
を
収

集
し
、
分
析
結
果
を
帳
票
と
し
て
出

力
す
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
従
業
員
と

共
有
し
、
継
続
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
る
。
現

在
の
デ
ー
タ
内
容
（
の
一
部
）
は
、

従
業
員
一
人
ご
と
の
「
売
上
高
」

「
再
来
店
率
」「
客
回
転
率
」「
採
算

状
況
」「
支
払
い
給
与
と
期
待
値
の

差
額
」
等
。
従
業
員
が
納
得
し
て
目

標
を
立
て
、
自
ら
の
意
思
で
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
納
得
感
を

引
き
出
せ
る
よ
う
に
、
会
社
は
公
平

な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
、
デ
ー
タ
活
用

は
加
速
。
従
前
か
ら
利
用
し
て
い
る

Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
会
計
デ
ー
タ
を
合

わ
せ
て
分
析
し
、
従
業
員
に
も
そ
の

デ
ー
タ
を
還
元
し
て
い
る
。

自
社
デ
ー
タ
を
定
期
的
に
従
業
員

に
提
供
す
る
こ
と
で
、
と
も
に
考

え
、
と
も
に
目
標
に
向
か
っ
て
い
く

と
い
う
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

社
長
は
、
無
理
な
出
店
・
規
模
の
拡

大
を
行
わ
ず
、
店
長
を
任
せ
ら
れ
る

従
業
員
を
着
実
に
育
て
る
こ
と
に
注

力
し
て
い
る
。
付
加
価
値
を
高
め
る

１
９
６
４
年
に
父
が
理
容
店
を
個

人
創
業
、
１
９
８
２
年
に
法
人
化
。

１
９
９
７
年
に
現
代
表
者
が
後
を
継

い
だ
。
現
在
、
関
東
に
約
６０
店
舗
を

構
え
る
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
の
種
類
は

六
つ
（
カ
ッ
ト
オ
ン
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

カ
ッ
ト
＆
ヘ
ッ
ド
ス
パ
サ
ロ
ン
美

禅
、
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
オ
オ
ク
シ
、
ヘ

ア
カ
ラ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
カ
ッ
ト

ス
タ
イ
ル
ク
ラ
ブ
、
カ
ッ
ト
ビ
ー
ス

タ
イ
ル
）。
加
え
て
、
将
来
的
な
人

材
育
成
の
場
と
し
て
別
に
１
店
舗
を

構
え
て
い
る
。

当
社
は
、
顧
客
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価

値
化
と
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。
市

販
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ

を
調
達
し
、
レ
ト
ル
ト
の
「
ビ
ー
フ

ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
」
を
リ
タ
ー
ン
品
と

し
て
提
供
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
既

往
顧
客
は
店
舗
に
来
る
こ
と
な
く
、

キ
エ
フ
の
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
キ
エ
フ
の
味
を
知
っ
た
新
規

顧
客
が
、
店
に
足
を
運
ぶ
と
い
う
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
レ
ト
ル
ト
」
の
他
に
も
冷
凍

で
コ
ー
ス
料
理
を
販
売
す
る
な
ど
、

自
社
の
通
信
販
売
サ
イ
ト
を
開
設

し
、
拡
充
し
て
い
る
。

当
社
は
、「
店
舗
で
顧
客
を
待
つ
」

だ
け
で
は
な
く
「
自
ら
が
顧
客
に
働

き
か
け
る
」
と
い
う
体
制
に
変
化
し

て
い
る
。

（
事
例
２
）
株
式
会
社
オ
オ
ク
シ

社　
名　
株
式
会
社
オ
オ
ク
シ

設　
立　

 

１
９
８
２
年
10
月
６

日（
創
業
１
９
６
４
年

11
月
1５
日
）

代
表
者　

 

代
表
取
締
役　

 
 

大
串
哲
史

資
本
金　
４
千
万
円

事
業
内
容 「
カ
ッ
ト
オ
ン
リ
ー
ク
ラ

ブ
」・「
カ
ッ
ト
＆
ヘ
ッ
ド

（出所）株式会社オオクシＨＰ（https://www.
ohkushi.co.jp/company/profile/）2022年11月
25日閲覧

　
　
　
　

 

ス
パ
サ
ロ
ン
美
禅
」・

「
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
オ
オ

ク
シ
」・「
ヘ
ア
カ
ラ

ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」・

「
カ
ッ
ト
ス
タ
イ
ル
ク

ラ
ブ
」・「
カ
ッ
ト
ビ

ー
ス
タ
イ
ル
」
等
の

美
容
室
直
営
店
運
営
、

独
立
支
援
事
業

所
在
地　

 

千
葉
市
稲
毛
区
小
仲

台　
２

－

３

－

12 
 

こ
み
な
と
稲
毛
ビ
ル

２
０
１



13

㈳
全
国
信
用
金
庫
協
会
様　
機
関
誌
「
信
用
金
庫
」
２
月
号　
　
　
　
Ｐ
13　
サ
ン
ケ
イ
四
校

信用金庫におけるＤⅩの取り組み特集特集

信用金庫 2023・2

上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」
と

す
る
な
ら
ば
、
事
例
企
業
は
サ
ー
ビ

ス
の
現
場
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
に

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
業
務
改
善
を
社
内

体
制
整
備
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在

も
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
を
継
続
し
、

業
務
改
善
や
社
内
体
制
整
備
に
つ
な

げ
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

先
行
研
究
か
ら
、
中
小
サ
ー
ビ
ス

業
が
事
業
を
継
続
す
る
に
は
、
①
自

社
に
合
致
し
た
規
模
を
維
持
し
つ

つ
、
②
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
顧
客
の
期

待
水
準
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
示
唆
を
得
た
。

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
特
徴
は
、
生
産

と
消
費
が
時
間
的
に
も
場
所
的
に
も

同
時
に
行
わ
れ
る
た
め
、
需
要
が
変

動
す
れ
ば
生
産
量
も
同
じ
よ
う
に
変

動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
顧
客

層
を
開
拓
す
る
こ
と
で
需
要
を
創
出

し
た
の
は
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ
フ
で
あ

る
。
㈱
オ
オ
ク
シ
は
、
従
業
員
の
育

成
を
顧
客
満
足
度
に
つ
な
げ
て
需

要
を
創
出
し
続
け
て
い
る
が
、
同
時

に
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
た
め
の
店
舗

開
設
は
、
店
長
の
育
成
ス
ピ
ー
ド
に

合
わ
せ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
無
理

取
り
等
に
よ
り
手
書
き
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
時
間
を
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
と
の
会
話
の
時
間
と
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
離
職
率
は

４
・
２
％
と
業
界
で
は
低
水
準
で
、

従
業
員
の
１
／
３
は
固
定
給
で
の
雇

用
が
で
き
て
い
る
。

当
社
は
「
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
で
事
務
作
業
の
削
減
と
現�

場
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確�

認
で
き
る
状
態
を
同
時
に
実
現
し�

て
い
る
。
つ
ま
り
、
需
要
と
供
給
を

常
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き�

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
当
該
シ

ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
、
毎
月
Ｉ

Ｔ
委
員
会
を
開
催
し
、
現
場
の
意
見

を
聞
き
改
善
を
重
ね
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

（
注
２
）
営
業
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で

サ
ー
ビ
ス
と
ヘ
ル
パ
ー
を
管
理

し
て
い
る
人

５
．�ま
と
め

Ｄ
Ｘ
が
経
済
産
業
省
の
定
義
の
と

お
り
「
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
通
し
て
競
争

ず
介
護
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
携
帯
端
末

（
ス
マ
ホ
）
を
持
た
せ
、
運
用
し
て

い
る
。

介
護
記
録
実
績
デ
ー
タ
か
ら
給
与

計
算
ま
で
が
ほ
ぼ
自
動
連
携
さ
れ
て

お
り
、
事
務
職
員
の
残
業
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
た
。
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
書

き
間
違
い
、
事
務
職
員
の
癖
字
の
見

間
違
い
な
ど
の
ミ
ス
の
減
少
に
も
繋

が
っ
た
。
加
え
て
、
介
護
記
録
の
内

容
を
職
員
同
士
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

情
報
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

具
体
的
な
端
末
利
用
方
法
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
を
端
末
で
読
み
取
る
と

い
う
も
の
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
間
、

退
出
時
間
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
内
容
が

入
力
で
き
る
。
デ
ー
タ
は
営
業
所
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
可
能
。
例
え

ば
、
あ
る
介
護
先
に
到
着
す
る
予
定

時
間
を
過
ぎ
て
も
ヘ
ル
パ
ー
が
到
着

し
て
い
な
い
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
（
注
２
）
と
ヘ
ル
パ
ー
本
人

の
端
末
に
自
動
で
メ
ー
ル
が
届
く
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
ト
ラ
ブ
ル

の
可
能
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

別
の
担
当
者
を
介
護
先
に
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
担
当
者
は
コ
ー
ド
の
読
み

行
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
度
の
介
護
保
険
制
度

改
正
に
よ
り
、
２０
分
未
満
の
身
体
介

護
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
新
生
メ
デ
ィ
カ
ル
の
運
営
方
法

を
参
考
に
し
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
介
護
の
現
場
で
一

番
ニ
ー
ズ
が
重
な
る
の
は
食
事
の
時

間
で
、
食
事
を
作
り
、
食
べ
さ
せ
、

歯
を
磨
く
な
ど
の
一
連
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
に
は
１
時
間
か
ら
９０
分
程�

度
か
か
る
。
当
社
は
、
そ
の
工
程�

を
細
分
化
し
、
１
か
所
に
１０
〜
２０
分

程
度
の
滞
在
と
す
る
こ
と
で
、
短
時

間
で
も
毎
日
同
じ
時
間
に
複
数
回
訪

問
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
変
え

た
。
訪
問
頻
度
が
上
が
り
、
高
齢
者

の
体
調
の
変
化
も
発
見
し
や
す
く

な
っ
た
。

当
社
は
「
介
護
記
録
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
携
帯
端
末
に
よ
る
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
で
、
ア
プ
リ
と
し
て
当
社
用

に
一
部
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
介
護
保

険
記
録
デ
ー
タ
、
介
護
保
険
の
支

給
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
シ
ス
テ
ム
を

連
携
さ
せ
た
も
の
）
し
た
も
の
。
現

在
は
、
常
勤
・
非
常
勤
に
か
か
わ
ら
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お
わ
り
に

お
わ
り
に

Ｉ
Ｔ
導
入
や
シ
ス
テ
ム
投
資
に
対

し
て
は
、
自
社
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
に
も
初
期
投
資
費
用
が

高
す
ぎ
る
と
い
う
声
や
、
他
社
の

デ
ー
タ
（
交
通
機
関
利
用
デ
ー
タ
、

人
流
デ
ー
タ
な
ど
）
を
入
手
し
て
分

析
し
た
い
が
、
高
額
で
で
き
な
い
と

い
う
声
が
あ
る
。
外
部
デ
ー
タ
の
取

得
、
シ
ス
テ
ム
構
築
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の

新
規
雇
用
・
育
成
な
ど
の
コ
ス
ト
を

考
え
、
Ｉ
Ｔ
導
入
や
Ｄ
Ｘ
推
進
に
慎

重
に
な
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
中
小
企
業
が

単
独
で
対
応
す
る
に
は
負
担
が
大
き

い
。
そ
こ
で
、ま
ず
は
、自
社
の
デ
ー

タ
を
取
得
・
分
析
し
て
対
応
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
の
自
社
デ
ー
タ

の
活
用
の
先
に
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｔ
導

入
や
シ
ス
テ
ム
投
資
が
必
要
と
考
え

る
企
業
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
負
担

に
対
し
て
は
、
行
政
等
に
よ
る
金
銭

面
並
び
に
体
制
面
で
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

な
出
店
は
行
わ
な
い
。
㈱
新
生
メ

デ
ィ
カ
ル
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
従

業
員
の
動
き
を
把
握
し
、
適
正
な
稼

働
率
を
維
持
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

加
え
て
、
事
例
企
業
で
は
、
収
集

し
た
デ
ー
タ
か
ら
顧
客
の
期
待
水
準

に
沿
う
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
㈱
新
生
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、

携
帯
端
末
を
使
っ
た
事
務
の
簡
便
化

に
伴
い
、
よ
り
多
く
の
顧
客
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ

れ
を
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。
㈱
オ
オ
ク
シ
は
再
来
店

率
が
顧
客
の
満
足
度
を
表
す
と
考

え
、
再
来
店
率
の
高
さ
を
維
持
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た

の
か
を
分
析
し
、
従
業
員
間
で
共
有

で
き
る
よ
う
に
個
人
別
の
デ
ー
タ
を

開
示
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
エ

フ
は
ネ
ッ
ト
上
で
の
顧
客
の
声
を

ネ
ッ
ト
販
売
の
商
品
開
発
に
活
か
し

て
い
る
。

適
正
な
稼
働
率
に
合
わ
せ
た
需
要

の
掘
り
起
こ
し
（
も
し
く
は
供
給
の

調
整
）
を
行
い
、
顧
客
の
満
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
自
社
の
デ
ー
タ
分

析
の
中
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
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